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1 .はじめに


















































常、粒子径はO.l---lmmを用い、形状は球形をしている。沈降速度は、 0.5mm の粒子径で 5 mm/s程度
であり、低流速の可視化での正確な測定には、水に食塩やグリセリン混入するなど流体側の比重の
調整が求められる。流体振動と粒子の追随性の関係を、表 1 示す。
粒 d子[ 直径 F官 ltr i七mm) pp/p!=1.05 1.1 1.5 
0.05 1200 460 95 
0.1 300 110 24 
0.4 19 ;.2 1.5 
0.8 4.6 1.8 0.37 




































(ストロボランプ)を使用し、画像記録は 3 5 
mmカメラおよびデジタルカメラで行った。そ
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θ2φ/θx 2 +θ2φ/θy 2= 0 
ようになる。境界条件は、
(1)底では速度の y 方向成分が 0 ということから
θφ/θy=o 
(2) 左右の壁では速度の x方向成分が 0 ということから
θφ/θx=o 
(3) 自由表面では、










:x=o 、 g 
:y=o 
/' 
η( x 、 t) =-l/g (θφ/θt ) y=O となる。
次に、タンクを X T= a cosωt 
止しているものとする 。
で振動させたときの水面の動きを求める。ただし、水は最初静
〔水深印刷、 2 Hz、撮影時間 118)
図 7 .水面と速度ベクトルの数値計算結果 図 8 .可視化写真
9. まとめ
本課題の研修を通じ、可視化技術や同調液体ダンパーに関する知識や技術を習得できたことは大
変有意義であった。今後、 CAFVに適用できるよう課題や問題点の解明に務めたい。
最後に、今回の研修実施にあたり深いご理解と援助を頂きました、機械工学科システム制御工学
講座の小寺忠教授、画像処理のご援助を頂きました教育学部理科教育科生物学の前回桝夫教授に深
く感謝致します。
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